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新型コロナウイルス感染症対応地⽅創⽣臨時交付⾦活⽤事業について（令和２年度分） 

 

１ 目的 

 新型コロナウイルス感染症対応地⽅創⽣臨時交付⾦は、新型コロナウイルス感染症の拡⼤防⽌策及びポストコロナに向けた経済構造

の転換・好循環の実現の２つの柱についての対応として、地⽅公共団体が地域の実情に応じてきめ細やかに効果的・効率的で必要な事

業を実施できるよう、国が交付⾦を交付することにより、新型コロナウイルスの感染拡⼤の防⽌や感染拡⼤の影響を受けている地域経

済や住⺠⽣活の⽀援、家賃⽀援を含む事業継続や雇⽤維持等への対応、「新しい⽣活様式」を踏まえた地域経済の活性化等への対応、

ポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環の実現を通じた地⽅創⽣を図ることを目的としています。 

 

２ 対象事業 

 新型コロナウイルスの感染拡⼤の防⽌及び感染拡⼤の影響を受けている地域経済や住⺠⽣活の⽀援等を通じた地⽅創⽣に資する事

業（経済対策に対応した事業）の実施に要する費⽤の全部又は一部を負担する事業となっています。 

 

３ 新型コロナウイルス感染症対応地⽅創⽣臨時交付⾦とは 

 対象事業に要する費⽤のうち地⽅公共団体が負担する経費に充てるため、国が交付する交付⾦のことです。 

 

４ 交付⾦交付限度額 

 各地⽅公共団体の交付限度額は、地⽅⾃治体の感染状況、財政規模、⼈⼝などから算定された地⽅単独事業分の算定額のほか、国の

補助事業等の地⽅負担分の算定額等の算定額の合計額となっています。 

 

５ 本町の交付限度額（令和２年度分）  

 ３５８，８５５千円   （内訳）第一次交付限度額      １１０，７８８千円 

       第⼆次交付限度額（事業継続等への対応分）   ６２，１４４千円 

      第⼆次交付限度額（「新しい⽣活様式」等への対応分） １７８，４４９千円 

      第三次交付限度額（国庫補助算定分）        ７，４７４千円 



Ｎｏ 事業名 事業の概要（計画）
事業費
（円）

期間 実績 事業実施による成果・効果 担当課

1 感染防止対策事業
感染防止対策として、手指消毒液や感染防止着などの感染症対
策資材を購入し、新たな感染防止対策を図ります。

3,116,156
R2.6.10～
R3.3.12

感染症対策資材の購入（非接触型体温
計、消毒用アルコール、フェイスシー
ルド、パーティション）

基本的な感染対策を実施することがで
き、飛沫感染や接触感染を防止するこ
とができた。また、陽性者が発生した
場合のアルコール消毒作業も安全かつ
円滑に実施することができました。

総務課

2 避難所感染防止対策事業

避難所における安全・安心を確保するため、感染防止対策とし
て災害時の避難所として指定されている体育館（７か所）につ
いて、3密の回避のため屋根付きのプライベートルームを各避難
所に30基ずつ整備します。避難所用感染防止対策資材として手
指消毒液、防疫用除菌剤などの備蓄を行い、生活環境改善のた
め組み立てトランク型自動ラップ式トイレマット、段ボール
ベッド、パーテーションなど整備を行い、防災備蓄用の倉庫を
設置します。また、感染症対策避難所ガイドラインを作成する
ことによって、コロナ禍において安全・安心な避難所づくりを
図ります。

39,698,762
R2.5.28～
R3.3.31

・避難所用感染症対策備蓄の購入（手
指消毒液、段ボールベッド、パーテー
ション、避難所用マット、非常用飲料
水袋等）
・プライベートルーム210基
・組み立てトランク型自動ラップ式ト
イレ35台
・防災倉庫9台
・感染症対策避難所ガイドラインの作
成及び配布

新型コロナウイルス感染症感染拡大に
伴い、避難所における人の密集を避け
るなどの安全性の拡充を図ることで、
災害への備えをより一層強化すること
ができました。

総務課

3
医療・福祉施設等感染防止対
策事業

マスク流通の品薄による、医療・福祉施設等におけるマスク不
足に対応するため、高性能マスク（サージカルマスク）を一括
購入し、町内の福祉・介護施設に2,000枚ずつ配布、医師会・歯
科医師会・福祉用具販売店に500枚ずつ配布し、感染防止対策を
図ります。また、一部を町の備蓄とします。

6,644,000
R2.5.28～
R2.7.21

配布用及び備蓄用のサージカルマスク
を購入
・指定医療機関12件　各500枚
・指定歯科医院7件　各500枚
・福祉・介護施設31件　各2,000枚
・福祉用具販売店4件　各500枚
・備蓄用　76,500枚

町内の福祉・介護施設等及び医療機関
に対し、需要殺到により入手困難と
なっていたサージカルマスクを配布す
ることにより、福祉・介護施設等及び
医療機関の安全と安心の確保を図るこ
とができました。

総務課

4 高齢者感染防止対策事業

新型コロナウイルス感染症の予防対策として、特に体調管理に
気を付ける必要がある高齢者の安全安心の確保を図るため、高
性能マスク（サージカルマスク）を一括購入し、町に住民登録
をしている65歳以上の高齢者に１人あたり20枚を郵送で配布し
ます。

10,352,982
R2.5.29～
R2.9.24

サージカルマスク20枚を7,062名へ配
布

新型コロナウイルス感染症の予防対策
として、町内在住の特に体調管理に気
を付ける必要のある在宅高齢者に対
し、高性能マスク（サージカルマス
ク）を無料配布することで、高齢者の
安全と安心の確保を図りました。

福祉課

5 【事業削除】

6
児童手当現況届に係る感染症
予防対策事業

新型コロナウイルス感染症予防の観点から、児童手当現況届の
窓口申請を郵送申請で受付、非接触申請とするため、現況届送
付時に返信用封筒を同封します。

121,384
R2.5.25～
R2.11.27

窓口申請を郵送申請へ切り替え
・1248件分の返信用封筒を同封
・1106件(約88.7％)は郵送により現況
届を提出

例年窓口に多数の対象者が集中してお
りましたが、郵送受付にすることで、
窓口に対象者が集中することなく、感
染症拡大の軽減を図ることができまし
た。

こども未来課

7
学校園給食感染防止対策事業
（ランチボックス整備）

給食時の配膳を伴わない簡易な給食を実施します。 1,343,100
R2.5.25～
R2.5.27

ランチボックス1,850個を導入し、配
膳を行わない給食を実施

給食時に児童生徒の密接を避けること
ができ、安心安全な給食の実施につな
げることができました。

教育総務課

６　令和２年度臨時交付金活用事業一覧
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Ｎｏ 事業名 事業の概要（計画）
事業費
（円）

期間 実績 事業実施による成果・効果 担当課

8
学校園給食感染防止対策事業
（食事用テーブル整備）

一つのテーブルに園児が6人で給食を食べているため、園児が密
接して給食を食べないようにします。

339,900
R2.6.4～
R2.6.8

食事用ﾃｰﾌﾞﾙ9台を導入し、給食時に使
用

給食時に園児の密接を避けることがで
き、安心安全な給食の実施につなげる
ことができました。

教育総務課

9 図書館感染防止対策事業

図書の殺菌消毒を徹底し、コロナウイルスの感染拡大を防止し
ます。図書の除菌を行うため図書館用除菌ボックスを設置する
とともに、今年度中において、図書館用除菌ボックスを継続利
用できるよう、ストック用の紫外線蛍光灯も確保します。

612,700
R2.6.1～
R2.11.9

交換用紫外線灯2個及び除菌ボックス2
台を導入

不特定多数の方が利用される図書館に
おいて、図書館用除菌ボックスを導入
することにより、清潔な図書を安全に
提供し、感染拡大の防止に努めること
ができました。

文化振興課

10 水道基本料金免除補助事業

新型コロナウイルス感染症拡大防止による外出自粛等に伴い、
経営悪化している飲食店などの小規模事業者や家庭において水
道使用量が増加傾向にあるなど、経済的な影響をもたらしてい
る状況を踏まえ、事業者の経済活動や町民の生活を支援しま
す。上牧町水道事業会計及び河合町水道事業会計に上水道基本
料金の減免に係る費用を補助します。（片岡台地区については
河合町からの区域外給水のため上牧町一般会計から支出す
る。）

42,746,345
R2.5.22～
R2.12.28

【上牧町水道事業会計】
・減免額 38,638,375円
　(令和3年6～9月)
・事務費 1,041,700円
【河合町水道事業会計】
・減免額 3,005,000円(令和3年10月)
・事務費 61,270円
※令和3年7～9月分は河合町負担

新型コロナウイルス感染拡大による外
出自粛等に伴い、経営が悪化している
飲食店などの小規模事業者や水道の使
用量が増加している一般家庭などの経
済的な影響を緩和することができまし
た。

企画財政課

11
ひとり親家庭臨時特別給付金
事業

児童扶養手当受給者世帯では、安定的な就労が困難な場合が多
く、長引く新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けている
ため、町独自の経済的支援を行う。対象児童1人あたり2万円を
支給します。

7,362,608
R2.6.29～
R2.7.10

対象児童367人に2万円を支給

新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、子育てと仕事をひとりで担うこと
により、特に大きな困難に直面してい
るひとり親世帯を支援することができ
ました。

こども未来課

12
給食費支援事業（教育・保育
施設）

新型コロナウイルス感染拡大に伴う子育て世帯の経済支援策と
して、教育・保育施設に通う子どもの給食費を支援します。町
が運営する教育・保育施設以外に通う３～５歳児の子どもの給
食費１か月あたり4,500円（主食費500円、副食費4,000円）を上
限とし、３か月分を支援します。

1,936,940
R2.5.25～
R3.3.26

3か月分の給食費月額相当額を支給
（172名分）

上牧町在住の私立等の保育所（園）及
び幼稚園等に通っている子どもを持つ
保護者に対して経済的負担の軽減を図
ることができました。

こども未来課

13
町立保育所給食費支援事業
（減免）

新型コロナウイルス感染拡大に伴う子育て世帯の経済支援策と
して、保育施設に通う子どもの給食費を支援します。公立保育
所の給食費について１か月あたり4,500円（主食費500円、副食
費4,000円）を上限とし、３か月分（6月～8月分）の減免を実施
します。減免により保護者からの給食負担金の歳入が減少する
分について、交付金を歳出の賄材料費（食材費用）に充当しま
す。対象者：町内の公立保育所に通う３～５歳児の子ども（43
人）

328,000
R2.5.21～
R2.8.31

3か月分の給食費を減免（43名分）
第１保育所に通っている保護者に対し
て経済的負担の軽減を図ることができ
ました。

こども未来課

14 給食費支援事業（学校）

小中学生がいる家庭では、一斉休校措置に伴って親が休業を余
儀なくされるなど、経済的にも大きな影響が出ているため、給
食費相当額の支援を実施します。
対象者：町立小中学校以外の児童生徒

835,788
R2.5.22～
R2.12.18

3か月分の給食費月額相当額を支給
（60名分）

上牧町在住（令和２年５月１５日現
在）の国立、県立及び私立の小学校又
は中学校に在籍している児童生徒の保
護者に対して経済的負担の軽減につな
げることができました。

教育総務課

15
小学校給食費支援事業（減
免）

学校の休業により子どもたちが家庭で長時間過ごすことに伴
い、子育て世代の家庭の経済的負担を軽減するため、児童の給
食費３か月分（6月、7月及び9月分）の減免します。
対象者：町立小学校の児童

10,455,100
R2.5.22～
R2.9.30

3か月分の給食費を減免（809名分）
子育て世代の家庭の経済的負担軽減に
寄与することができました。

教育総務課

16
中学校給食費支援事業（減
免）

学校の休業により子どもたちが家庭で長時間過ごすことに伴
い、子育て世代の家庭の経済的負担を軽減するため、生徒の給
食費３か月分（6月、7月及び9月分）の減免します。
対象者：町立中学校の生徒

5,087,750
R2.5.22～
R2.9.30

3か月分の給食費を減免（363名分）
子育て世代の家庭の経済的負担軽減に
寄与することができました。

教育総務課
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Ｎｏ 事業名 事業の概要（計画）
事業費
（円）

期間 実績 事業実施による成果・効果 担当課

17
幼稚園給食費支援事業（減
免）

園の休業により子どもたちが家庭で長時間過ごすことに伴い、
子育て世代の家庭の経済的負担を軽減するため、園児の給食費
３か月分（6月、7月及び9月分）の減免します。
対象者：町立幼稚園の園児

956,680
R2.5.22～
R2.9.30

3か月分の給食費を減免（133名分）
子育て世代の家庭の経済的負担軽減に
寄与することができました。

教育総務課

18 小規模事業者等継続支援事業

新型コロナウイルス感染症に伴い、売り上げが減少する町内小
規模事業者等（町内に住民票を有するもの）で、経営継続及び
雇用の維持を図る事業者等に対し、１事業者あたり10万円の支
援金を支給します。

18,700,000
R2.5.22～
R2.8.14

１事業者あたり10万円の支援金を187
件に支給

売上が減少する小規模事業者等に対
し、経営継続及び雇用の維持を図るた
めの支援金を交付したことにより、新
型コロナウイルス感染症の影響により
打撃を受けていた事業継続のための必
要経費を補助することができ、結果、
町内における経済活性化に寄与できた
と考える。

まちづくり推
進課

19 公共交通感染防止対策事業
公共性の高いタクシーによる飛沫感染防止のため、タクシー車
内の後部座席を仕切るセパレーターカーテンの設置します。

59,400
R2.5.27～
R2.5.27

町内タクシー事業者2件にセパレー
ターカーテンを支給

タクシー車内の後部座席を仕切るセパ
レーターカーテンの設置を支援するこ
とで、運転手と乗客の飛沫感染の防止
につなげることができた。

まちづくり推
進課

20 学習支援事業（映像授業）
臨時休業中の町立小中学校の児童生徒に対してオンライン授業
を実施するにあたり、視聴環境の整っていない家庭への環境整
備を行います。

49,170
R2.6.1～
R2.6.1

DVDプレイヤー15台を購入
１人へ貸出

視聴環境の整っていない家庭への環境
整備を行うことで、学習環境を整える
ことができました。

教育総務課

21 学習支援事業（図書カード）

子どもたちが家で過ごす時間を少しでも有意義に使い、家庭学
習支援や学びの機会を提供するため、一人あたり3千円の図書
カードを配布します。
対象者：町内在住の0歳から中学3年生

7,296,160
R2.5.22～
R2.7.31

2,241名に図書カードの配布
外出自粛に伴う家庭学習での学びの機
会の提供を図ることができました。

教育総務課
こども未来課

22
高齢者及び障害者感染防止対
策事業

新型コロナウイルス感染症の予防対策として、特に体調管理に
気を付ける必要がある高齢者及び障害者の安全安心の確保を図
るため、薬用ハンドソープと薬用消毒ミストを購入し、郵送で
配布します。
対象者：町に住民登録をしている65歳以上の在宅高齢世帯と身
体障害者手帳（内部障害）をお持ちの在宅世帯

16,779,410
R2.8.13～
R2.11.20

薬用消毒ミスト、薬用ハンドソープを
4,853世帯に配布

ハンドソープ及び消毒液を無料配布
し、手洗い及び消毒を推奨することで
高齢者及び障がい者の感染症リスクの
低減を図ることができました。

福祉課

23 妊婦感染症防止対策事業

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策として、特に体調に
気を付ける必要がある妊婦の安心・安全の確保を図るため、対
象者に薬用ハンドソープと薬用消毒ミストを配布します。
対象者：令和2年4月28日時点で妊婦がいた世帯、令和2年4月29
日から令和3年3月31日までに母子健康手帳を交付された世帯

459,466
R2.9.1～
R2.11.25

薬用消毒ミスト、薬用ハンドソープを
142人に配布

ハンドソープ及び消毒液を無料配布
し、手洗い及び消毒を推奨することで
妊婦の感染症リスクの低減を図ること
ができました。

生き活き対策
課

24
特別児童扶養手当受給世帯感
染防止対策事業

特別児童扶養手当受給世帯は病院等に通う児童が多くいるた
め、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、薬用消毒
ミスト（470ml）・薬用ハンドソープ（500ml）各1本をセットに
し、郵送で配布します。
対象者：基準日令和2年9月1日時点で特別児童扶養手当受給資格
者台帳に登録されている方（支給停止者も含む）

295,173
R2.9.24～
R2.11.27

薬用消毒ミスト、薬用ハンドソープを
81世帯に配布

ハンドソープ及び消毒液を無料配布
し、手洗い及び消毒を推奨することで
児童の感染症リスクの低減を図ること
ができました。

こども未来課

25
保健福祉センター感染防止対
策事業

保健福祉センターでは、感染拡大予防ガイドラインに基づき密
を避けるため多くの部屋を使用して換気を行いながら乳幼児健
診やがん検診等を実施していますが、網戸のない部屋があるた
め、衛生管理の観点や福祉避難所となっていることより、網戸
を設置します。

1,083,555
R2.7.30～
R2.8.28

保健福祉センターに網戸を設置
網戸を設置することで、換気を積極的
に行うことができ、検診時の安全を確
保することができました。

生き活き対策
課
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Ｎｏ 事業名 事業の概要（計画）
事業費
（円）

期間 実績 事業実施による成果・効果 担当課

26 保育所感染防止対策事業

新型コロナウイルス感染拡大防止対策の一環として、公立保育
所（上牧第１保育所）のドア２か所に網戸を設置し、衛生管理
を含め定期的に十分な換気を行うとともに保育士及び園児の安
全を図ります。

620,000
R2.8.3～
R2.9.2

町立第１保育所に網戸を設置
網戸を設置することで、換気を積極的
に行うことができ、保育時の安全を確
保することができました。

こども未来課

27 感染症対応支援策広報事業
コロナ禍における本町の支援策を、町民にわかりやすく周知
し、生活支援や経済活動支援に資するため、支援策をまとめた
冊子を印刷し、全戸配布します。

671,150
R2.9.9～
R2.9.30

感染症対応支援策広報を全戸配布
コロナ禍における町の支援策を全戸配
布することで、町民のみなさんに周知
することができました。

秘書人事課

28 ときめき体操DVD配布事業

新型コロナウイルス感染対策拡大防止のため外出自粛をしてい
た高齢者の運動機能低下を予防するため、YouTubeで「ときめき
体操」を公開しました。しかし、YouTubeを閲覧できる環境にな
い方も居られることも鑑み、DVDにて希望者に体操動画を配布し
ます。

197,010
R2.8.1～
R2.8.20

65歳以上の希望者370名に配布
実際に在宅でできる運動を行うことで
急激な体力・筋力低下を予防すること
ができたと考えられます。

生き活き対策
課

29 図書館パワーアップ事業

新型コロナウイルス感染症の影響により、自宅で過ごす時間を
より有意義にするため、貸出頻度が高く予約が重複する書籍、
児童生徒向けの書籍、高齢者向けに文字の大きい書籍を購入し
図書館の蔵書を充実します。

999,913
R2.8.6～
R2.11.19

一般書217冊、児童書186冊購入

図書を充実させることができ、住民の
方々の在宅時間を有意義に過ごしてい
ただき、外出抑制の一助となったもの
と認識しています。

文化振興課

30 クーポン券発行事業

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けている住民の生活を
支援するとともに、売上の低迷、過剰在庫の課題を抱える町内
事業者の売上回復、地域経済の活性化を図るため、町内店舗で
利用できるクーポン券を発行します。
対象者：基準日時点（令和2年6月30日時点）において、上牧町
の住民基本台帳に記録されている者（令和2年6月30日時点人
口：22,193人）

231,071,330
R2.7.27～
R3.3.19

・発行額　221,840,000円
・取扱店数　154店
・換金率　97.5％

換金率は97.5％（216,455,500円）と
なり、参加店舗の売上アップ、新規顧
客獲得という効果や消費の域外流出を
防ぐという効果があったと考えます。
また、券の一部を小規模店舗専用券
（500円×2枚）としたことにより、利
用店舗の分散も見られ、幅広い支援に
つなげることができました。

企画財政課

31
小規模テナント事業者家賃等
支援事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、令和2年4月、5月
の売り上げが20％以上減少する小規模テナント事業者で、固定
費の中で大きな負担となる地代・家賃を支払っている事業者に
対し上限20万円として支援金を支給します。
対象者：上牧町内に店舗や事務所等を賃貸借契約に基づき賃借
している事業者のうち、常時使用する従業員の数が５人以下の
小規模事業者または個人事業主

6,081,112
R2.8.14～
R2.10.9

事業者52件に計6,067,000円を支給

小規模テナント事業者における、固定
費の中で大きな負担となる地代・家賃
に対して支援金を交付したことによ
り、新型コロナウイルス感染症の影響
により支払いが困難となっていた地
代・家賃を補助することができ、結
果、町内における経済活性化に寄与で
きたと考えます。

まちづくり推
進課

32
事業者紹介特設サイト構築事
業

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、売上の低迷や過剰
在庫等の課題を抱える町内事業者の売上回復、販路確保に資す
る「事業者紹介サイト」を構築するとともに、サイト登録事業
者を町YouTubeチャンネルにおいて紹介できる動画編集用のPC等
を確保することにより、域内のみならず域外からの消費喚起・
拡大を図り、地域活性につなげることを目的とします。

1,333,992
R2.8.13～
R3.3.26

・事業者紹介サイトの構築
・登録事業者数27件

町内事業者の魅力を掘り下げ、発信す
ることで、住民の利便性向上を図ると
ともに、町外のかたの認知、関心を高
めることができました。また、発信媒
体を持たない小規模店舗の情報発信に
も役立てることができました。

企画財政課

33 指定管理施設支援事業

指定管理している公の施設等について、感染症の危険性がある
中で「新しい生活様式」を踏まえ、社会活動正常化へ向けた管
理運営を行い、健康で文化的な社会活動に資するため、公共施
設の指定管理者等に対し、上限20万円として感染予防対策経費
の補助を実施します。

5,290,940
R2.8.3～
R3.2.17

指定管理している公の施設等27件を支
援

自治会や各団体の活動が制限される状
況を鑑み、補助金を交付することで各
施設管理者において必要な感染対策資
材を整備したことで、社会活動正常化
に資することができました。

企画財政課
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Ｎｏ 事業名 事業の概要（計画）
事業費
（円）

期間 実績 事業実施による成果・効果 担当課

34
公立学校情報端末機器導入事
業

GIGAスクール構想のひとつである児童生徒１人１台端末の整備
の早期実現を目指し、小学５年から中学３年の児童生徒分に加
え、小学１年から小学４年の児童分の情報端末機器を整備し、
安全に使用するためのセットアップを行います。

31,041,559
R2.9.23～
R3.2.26

・情報機器端末463台購入
・セットアップ613台

文部科学省が推進するＧＩＧＡスクー
ル構想の実現を目指して、小中学校
の児童生徒に１人１台の端末機の整備
が完了し、オンライン授業を行う環境
を整えることができました。

教育総務課

35 給食室衛生管理事業

現在、学校園において給食配膳時に感染拡大を防止するため、
配膳を伴わない簡易な給食（お弁当給食）を実施しています。
お弁当給食にすることによって、通常の給食と比較して作業量
が増加し、お弁当の保存が長時間必要となります。そこで、衛
生管理の観点から、完成したお弁当を保管するための冷涼な場
所を確保する必要があり、既存の冷蔵スペースでは対応できな
いため、配膳室にエアコンを設置します。

2,435,180
R2.7.22～
R2.8.17

給食室エアコン等設置5校園

児童生徒及び園児に対して、コロナウ
イルス感染症の感染防止を念頭におい
た　お弁当給食を安全に提供すること
ができました。

教育総務課

36
学校保健特別対策事業費補助
金（小中学校感染防止対策事
業）

学校再開に伴い、小中学校の感染症対策を徹底するため、小中
学校において保健衛生用品を整備します。

488,972
R2.7.30～
R2.12.25

学校用感染症対策資材の購入（消毒用
アルコール、フェイスシールド、使い
捨てガウン、プラスチックグローブ）

マスク等の保健衛生用品を配備するこ
とができ、児童生徒の感染症リスクの
低減を図ることができました。

教育総務課

37 【事業削除】

38 【事業削除】

39
学校保健特別対策事業費補助
金（学校再開支援事業）

学校再開において、感染拡大のリスクを最小限にするため、さ
らに非接触型の体温計や保健衛生用品などを整備するととも
に、夏休みの短縮に伴う登下校時や在校時の熱中症予防対策と
して、小学生には冷感のフェイスカバーの配布、また、小中学
校には冷水機の設置を行います。

5,992,090
R2.7.22～
R3.3.25

・学校用感染症対策資材の購入（消毒
用アルコール、フェイスシールド、非
接触型体温計、フェイスカバー等）
・空気清浄機、冷水機等の備品購入

学校を再開するにあたり、非接触体温
計などを導入することで、感染症リス
クの低減を図ることができました。ま
た、熱中症の恐れがある夏の高温多湿
な環境でも、マスクの着用を徹底して
いるため、冷感フェイスカバーの配布
や冷水器などを設置することで、児童
の健康面に配慮することができまし
た。

教育総務課

40
補習等のための指導員等派遣
事業

学校再開にあたって、臨時休業中の未指導分の補習等の実施な
ど児童生徒の学びの保障をサポートし、学校教育活動を支援し
ます。

1,854,827
R2.9.1～
R3.3.23

7か月間学校教育活動を支援する学導
指導員を各小中学校に配置（週15時
間）
【小学校】算数などの授業に入り込み
授業者の補助及び机間巡視をしながら
児童の学習のサポート等
【中学校】授業に入り込み教科学習で
の個々の課題解決の補助等

配置した学習指導員の年齢が子どもた
ちに近いこともあり、子どもたちに
寄り添って声掛けをした結果、授業に
興味・関心を持ち授業が大いに活性化
しました。また、生徒が質問しやすい
環境が構築され、より積極的な授業態
度が見られるようになりました。

教育総務課

41 小中学校学習保障強化事業

新型コロナウイルス感染症対策のため、小・中学校において３
カ月間の臨時休校を行いました。６月の学校再開を期に欠けた
授業の確保のために時間割編成、モジュール授業そして夏期休
業の短縮と学習保障に学校の総力をあげて取り組んでいます
が、より効果をあげるには家庭学習が不可欠です。そこで、小
中学生において、授業と家庭学習での学習意欲の向上を目的に
個々の学習深度、興味や関心のある学習教材を上限１万円で本
人が選定し、配布することにより、学習活動への興味と家庭学
習の充実を図ります。
対象者：町内に在住する、令和２年８月１日現在の児童及び生
徒

14,036,290
R2.8.1～
R2.12.25

学習図書及び学習教材を配布
【小学生】９２４名
【中学校】５５５名

学習に停滞や支障をきたしている児
童・生徒をサポートし、学習意欲の維
持向上を図ることができました。

教育総務課
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Ｎｏ 事業名 事業の概要（計画）
事業費
（円）

期間 実績 事業実施による成果・効果 担当課

42

三室休日応急診療所における
感染症対策のための施設改修
事業（王寺周辺広域休日応急
診療施設組合分担金）

三室休日応急診療所は、感染症対策として、門前に職員を配置
し問診を行い、入場制限を行いながら診療所内で診療や屋外簡
易診療所で診療を実施していますが、インフルエンザの流行に
伴う患者の増加による三密を解消し、発熱等患者とそれ以外の
患者に分けて診療を行うことにより、感染を防止し、より安心
してスムーズに診療を行うため、診療所内に、発熱患者及び感
染症患者用の出入り口、受付、診察室（内科・小児科）、トイ
レを設置する工事を行います。

1,740,000
R2.9.1～
R3.1.25

王寺周辺広域休日応急診療組合の感染
対策に係る工事費に対する分担金を支
出

感染拡大防止における環境改善の観点
により、診療所において発熱患者の出
入口・受付・診療室・トイレを設置す
ることで、安心して受診できる環境を
構築することができ、感染症への対応
強化につながりました。

生き活き対策
課

43
高齢者インフルエンザ予防接
種支援事業

高齢者（６５歳以上）を対象としたインフルエンザ定期接種に
ついて、新型コロナウイルス感染症との併発による重症化を予
防することを目的に、予防接種に係る自己負担額（1,000円）を
無料にします。

5,270,000
R2.10.1～
R3.3.31

予防接種者数5,270人の自己負担分を
軽減

無料化により昨年度より1,700人程度
接種者が増加しました。併発による重
症化の予防ができたと考えられます。

生き活き対策
課

44
香芝市・葛城市・北葛城郡コ
ロナ検査センター共同運営事
業

2市4町（香芝市・葛城市・上牧町・王寺町・広陵町・河合町）
の広域で奈良友紘会病院および香芝生喜病院にドライブスルー
方式でPCR検査を実施する検査センターを設置します。

1,443,545
R2.11.14～
R3.3.31

北葛城地区医師会に対するコロナ検査
センターの運営費に係る負担金
全体のPCR検査数　133名
上牧町民のPCR検査数　14名

北葛城地区でPCR検査を実施すること
で早期に感染者を特定し、まん延防止
につながりました。

生き活き対策
課

45
修学旅行のキャンセル料等支
援事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、予定してい
た修学旅行の中止、延期等により生じたキャンセル料等につい
て、保護者の経済的負担の軽減を目的に、小中学校が負担した
経費に対し、補助金を交付します。

105,509
R2.12.15～
R3.2.25

キャンセル料等に対する補助
【上牧中学校】78,625円
【上牧第二中学校】26,884円

各中学校における修学旅行に際し、新
型コロナウイルス感染拡大に伴う泊数
変更に係る企画料相当額を補助するこ
とで、保護者負担の軽減を図ることが
できました。

教育総務課

487,333,948合計
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